
- 1 - 

算数科教育 

 

数学的な表現を用いて説明する力を育成する算数科授業の工夫 
― 表現様式の変換によって，事柄を具体的に表現し伝え合う活動を通して ― 

                                      

廿日市市立宮内小学校 小坂 法美 

 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領（平成29年告示）には，算

数科の目標として，「数学的な表現を用いて事象を

簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表

したりする力を養う」1)とあり，児童に論理的に考

えを進めさせるために数学的な表現を用いることが

必要であることが示された。また，小学校学習指導

要領（平成29年告示）解説算数編（平成30年，以下

「29年解説」とする。）では，「『つまり』と具体

的な事柄を一般化して表現したり，『例えば』と抽

象的な事柄を具体的に表現したりすることも大切で

ある」2)ことが示された。これまでの多くの算数科

の授業では，具体的な事柄を一般化して表現させる

指導は行われているが，抽象的な表現を具体的に表

現し説明させる指導はあまり行われていない。その

ため，式や計算の手順等の意味を理解せず形式的に

使っており，問題解決の過程を数学的な表現を用い

て説明することができない児童がいることが考えら

れる。 

実際に，平成30年度全国学力・学習状況調査の

算数Ｂ５（１）の「数量を関連付け，根拠を明確

にして式や言葉を用いて記述できるかどうかをみ

る」問題の所属校の正答率は44.0％であり，全国の

正答率と同様に低い。誤答分析を行うと29.0％は無

解答であり，問題に示された途中までの問題解決の

過程を図や絵，式，数などと関連付けながら解釈

し，その続きを説明することができていないことが

分かる。このことから，式等の抽象的な事柄を図等

の具体的な事柄に関連付け説明させる指導に課題が

あることが考えられる。 

そこで本研究では，児童たちが考えを説明する

場において，ある児童が表現した式などの抽象的な

表現を他の児童に解釈させ，図や絵，操作などのよ

り具体的な表現に変換し伝え合わせる指導を行うこ

とで，数学的な表現を用いて説明する力が育成でき

ると考え，本研究主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 数学的な表現を用いて説明する力について 

中原忠男（1995）は算数数学教育で用いられる

多様な表現を五つの表現様式に分類した。表１は，

中原が分類した五つの表現様式とその内容をまとめ

たものである(1)。 

 
表１ 五つの表現様式 

表現様式 内容 

現実的表現 
実物を用いて，現実に即した操作や実験を
行う表現 

操作的表現 
ブロックなど学習具などに動的操作を施す
ことによる表現 

図的表現 絵・図・グラフなどによる表現 

言語的表現 日本語，英語などの日常言語を用いた表現 

記号的表現 
数字・記号（式も含む）など数学的記号を
用いた表現 

研究の要約 

所属校における算数科の指導の課題は，数学的な表現を用いて分かりやすく説明する力を育成するこ

とが不十分であることであった。そこで，「事柄を具体的に説明する場面」「具体化する際の言葉」

「他の児童の表現を解釈させるための手立て」を整理し，事柄を具体的に表現し伝え合う活動の学習指

導計画を作成した。前期では，第３学年を対象に研究授業及び検証を行い，事柄を具体的に表現し伝え

合う活動の有効性を明らかにすることができた。 

後期では，「事柄を具体的に表現し伝え合う活動」を改善し，本研究の汎用性を検証するために，所

属校の教員による研究授業を第１学年の「数と計算」領域と第４学年の「図形」領域で実施した。その

結果，同活動は他の教員，他学年，他領域においても，児童の数学的な表現を用いて説明する力を高め

ることに有効であることが分かった。 
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中原が分類した表現様式の中の言語的表現につ

いて二宮裕之（2009）は，算数数学科の授業におい

て，自分の考えを説明したり，自分の思いや考えを

伝え合ったりする際に用いられる言語は，現実的な

生活場面で用いられる言語であるため，中原

（1995）の論じている言語的表現の特徴「数学語文

法に従う，完成された規約的表現」3)の枠組みには

収まらないと述べている(2)。つまり，考えを説明す

る場面で使われる言語は，言語的表現には当てはま

らないと考えられる。 

また，田中博史（2001）は，表現体系の中核に

なるのが，言語による表現であり，式で表現すると

きも，図で表現するときも操作で表現するときも，

その支えとして常に機能しているのは，言語による

表現であると述べており(3)，児童が考えを表現し伝

え合う場面では，言語は常に用いられるものである

と考えられる。これらのことから，本研究では言語

を，言語的表現を除く四つの表現様式間及び各表現

様式内をつなぐものとして扱う。 

以上のことから，本研究では，数学的な表現を

用いて説明する力を，現実的表現，操作的表現，図

的表現，記号的表現といった表現を用いて自分の考

えを説明する力とする。 

 

２ 表現様式の変換によって，事柄を具体的に表

現し伝え合う活動について 

(1) 表現様式の変換について 

図１は，表１で中原（1995）が示した五つの表

現様式を体系付けた，数学教育における表現体系で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図１ 数学教育における表現体系4) 

 

同体系図は上から下の表現様式に行くにつれ

て，抽象的な表現から徐々に具体的な表現になるよ

う位置付けられている。異なる表現間をつなぐ矢印

は表現様式間の変換を表しており，同じ表現内の矢

印は，同一表現様式内の変換を表している (4)。 

図２は中原の表現体系を基に，数学的な表現を

用いて説明する場面における表現体系を稿者が作成

したものである。本研究は，説明する場面を扱うた

め，１で述べたように，言語は他の表現様式間や同

じ表現様式内で表現を変換する際に用いるものとし

て位置付けるため，矢印は言語を伴った変換を表し

ている。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２ 説明する場面における表現体系 

 

(2) 事柄を具体的に表現することについて 

ア 式による表現を変換し具体化することについ

て 

「29年解説」では，式の指導において「具体的

な場面に対応させて事柄や関係を表すことができる

ようにするとともに，式を読んだり，式で処理した

り考えたり，式変形の過程などを他人に説明したり

することが大切」5)と，立式の理由や計算の仕方を

具体化して表現することの重要性を示している。 

図３は図２の表現体系を基に作成した，ある式

を表現様式の変換によって具体的に表現し説明する

場面のイメージ図である。 

 

 
図３ 事柄を具体的に説明する場面のイメージ 

 

イ 表現を具体化する過程での児童の言葉につい

て 

児童が抽象的な事柄を具体的に表現する過程で

用いる言葉「例えば」について，小松信哉（2013）

別の分かりやすい式
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は，自分が分かりやすいイメージで説明する場面や

相手に合わせて説明する場面で用いる言葉として挙

げている(5)。つまり，「例えば」は，自分の考えを

相手に伝えようとする場面で児童から出てくる言葉

であると考える。 

田中博史（2001）は，この「例えば」のような

児童の「語り始めの言葉」に着目して研究してい

る。表２は，田中（2001）が分類した「語り始めの

言葉」の中で，児童が具体的な表現を用いて説明す

る場面で用いる言葉を「具体化する際の言葉」とし

て稿者がまとめたものである(6)。 

 
表２ 「具体化する際の言葉」と使われる場面 

 児童の姿 使われる場面 

例えば 
自分なりの分かり方に置

き換えて話す児童 

数や場面等を置き換

えたり取り出したり

して表現する場面 

だって 
でも 

友だちの考えに関わろう

とする児童 

理由や反例をあげる

場面 

もしも 
発展を考えたり，ものご

とを整理したり，一般化

を図ろうとする児童 

数や場面等を置き換

えて表現する場面 

 

児童に事柄を具体的に表現させるためには，児

童が説明したくなるような場面を作り，「例えば」

「だって」「でも」「もしも」といった具体化する

際の言葉を使ってお互いの考えを説明し，伝え合う

ことができるように授業展開を工夫する必要があ

る。 

(3) 事柄を具体的に表現し伝え合う活動について 

宮本博規（2015）は，児童が説明する際に自然

に発する「例えば」「だって」等の言葉は，話し合

いを深める言葉であるとし，すぐに「だって」の続

きを言わせず，「だって」の続きの説明を他の児童

たちに考えさせて学級全体に共有させる指導の工夫

について述べている(7)。このような，他の児童の説

明の続きを考え説明させる手立てを「続きの思考」

とする。 

また，田中（2001）は，ある児童が発言した後

で，その児童の発表の中身を隣の人に解説すること

を挙げている(8)。このような，他の児童が発表した

ことを繰り返させたり，説明させたりする手立てを

「再現」とする。 

さらに，山本良和（2017）は，問題を解決する

ための気付きをもった児童に，その気付きのヒント

となるようなことを言わせ，何に気が付いたのかを

ペアで解釈させることを挙げている(9)。このような

他の児童のヒントから考え説明させる手立てを「ヒ

ントからの思考」とする。 

本研究では，他の児童の式等の抽象的な表現を

解釈させ具体的な表現に変換し説明させるために，

表現し伝え合う場面で「続きの思考」「再現」「ヒ

ントからの思考」の三つの手立てを用いる。表３

は，三つの手立てを「他の児童の表現を解釈させる

ための手立て」として，その指導例を稿者がまとめ

たものである。 

 
表３ 他の児童の表現を解釈させるための手立てと指導例 

手立て 指導例 

続
き
の
思
考 

ある児童の発表の一部

分を聞いて，その続き

を考え説明させる。 

・ある子の立式の説明の続きを、

図を用いて考え説明させる。 

記→図 

・ある子の計算の仕方の説明の続

きを，操作を用いてペアで考え

説明させる。記→操 

再
現 

ある児童の発表の中身

を説明させる。 

・ある子の立式の説明を，図を用

いてペアで繰り返させたり，自

分の言葉で言い換えさせたりし

て説明させる。記→図 

ヒ
ン
ト
か
ら
の
思
考 

ある児童に自分の気付

きのヒントを出させ，

何に気が付いたかを考

え説明させる。 

・ある子の数に関する気付きを

図，操作，動作等を用いたヒン

トからペアで考え説明させる。 

記→その他の表現 

 

これら三つの手立てのいずれかを学習内容や児

童の実態に合わせて適切に用い，他の児童の表現を

解釈させ，具体的な表現を用いて説明させること

で，児童に数学的な表現を用いて説明する力を高め

ることができると考える。 

本研究では，このような他の児童の表現を解釈

させるための手立てを用いて，事柄を具体的に説明

させる活動を，事柄を具体的に表現し伝え合う活動

とする。 

図４は，事柄を具体的に表現し伝え合う活動を

構造化した図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 事柄を具体的に表現し伝え合う活動 
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３ 事柄を具体的に表現し伝え合う活動の実際 

図５は，事柄を具体的に表現し伝え合う活動の

学習指導計画である。図の太枠部分に事柄を具体的

に表現し伝え合う活動を位置付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図５ 事柄を具体的に表現し伝え合う活動の学習指導計画 

 

 事柄を具体的に表現し伝え合う活動は，次の３点

を踏まえ指導の計画をする。 

① 児童から引き出したい表現，および児童が用い

ると予想される数学的な表現を明確にする。 

② 児童が具体的な表現を用いて説明したくなる場

面を作り，児童から「例えば」等の具体化する

際の言葉が出てくるような授業展開にする。な

お，誤答を取り上げる際は，特定の児童の考え

としてではなく，複数の児童の考えとして取り

上げる等，学級や児童の実態に合わせた配慮を

行う。 

③ 他の児童の表現を解釈させるための手立てを位

置付ける。続きの思考やヒントからの思考は，

児童に自ら考えさせ，気付かせたい場面で用い

る。再現は，児童全員に理解し定着させたい場

面で用いる。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

児童たちが考えを説明する場において，ある児

童が表現した式などの抽象的な表現を他の児童に解

釈させ，図や絵，操作などのより具体的な表現に変

換し伝え合わせる指導を行えば，数学的な表現を用

いて説明する力が育つであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

表４は検証の視点と方法である。 

 

表４ 検証の視点と方法 

検証の視点 方法 

事柄を具体的に表現し伝え合う
活動を行ったことは，数学的な
表現を用いて説明する力を育て
ることに有効であったか。 

・授業観察 
・アンケート 
・ワークシート 
・プレテスト 
・ポストテスト 

 

Ⅳ 授業の内容 

○ 期 間 令和元年７月９日～令和元年７月11日 

○ 対 象 所属校第３学年（２学級79人） 

○ 単元名 かくれた数はいくつ（２） 

○ 目 標  

乗法や除法の２要素１段階の逆思考の問題を，

図を使って解くことができ，問題解決の方法を数学

的な表現を用いて説明することができる。 

○ 単元計画（全２時間） 

時 学習内容 

１ 
乗法の逆思考の問題（□×a＝b）を線分図や関係図

と関連付けながら説明する。 

２ 
除法の逆思考の問題（□÷a＝b）を線分図や関係図

と関連付けながら説明する。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 

１ 事柄を具体的に表現し伝え合う活動を行った

ことは，数学的な表現を用いて説明する力を育

てることに有効であったか 

【続きの思考 Fさん】（操作しながら）

÷４は４つに分けること

本当に？

どうして割り算になるの？

問題:

同じあつさの本を，本立てにならべます。４さつならべました。

はば８cmの本立てにぴったり入りました。本１さつのあつさは何cmですか。

【複数の児童が考えた式】

８×４＝３２ 答え ３２cm

【Bさん】（本立てを指しながら）

３２cmはおかしい。だって，

【Ｂさん】（本立てを指しながら）

もしも，一冊が３２ｃｍだと，本立てに入

らない。

【Cさん】

８÷４＝２だと思う

【Dさん】（図を指しながら）

でも，全部の本立ての長さが８cmで，

本は４冊入ってて，1冊の厚さが知り

たいから分ける。だから割り算

【Eさん】（図を指しながら）

８は本立ての長さ８ｃｍのこと

÷４は何のこと？

再現

８÷４＝２の８は何のこと？

だって

記

現

もしも

でも

８÷４＝２の説明を隣にしましょう。

記

操

導入 課題の設定

事柄を具体的に表現し伝え合う活動

まとめ

自力解決

【続きの思考 Gさん】（図を指しながら）

＝２は一冊の本の厚さ

＝２は何？

記

図

予想される数学的な表現

Bさんは，何を言おうとしてると

思う？続きをペアで考えましょう。

続きの思考

８÷４＝２

□×４＝８

誤答 ８×４＝32

本に見立てた紙の操作

長さを数に置き換えた

ブロック操作

本棚に本を置く

記

図

現

操

8cmの本立てを4等分すると

1冊の本の厚さは2cm ８ｃｍの本立てに32ｃｍ

の本は入らない

□cm

8cm

記

図

記

図



- 5 - 

(1) 他の児童の表現を解釈させるための手立てに

ついて 

ア 続きの思考 

８×４＝32の式について，「32cmの本は本立てに

入るはずがない。」という他の児童が表現した言葉

の続きを図と関連付けてペアで思考させた。このこ

とで多くの児童が自分の式表現の誤りに気付き，適

用問題では，具体的な図を用いて表現したり，実物

を用いて式の意味を確かめたりすることができたと

考える。 

また，具体的にイメージする必要がある文章題

を提示したことや，複数の式から正しい式はどれか

を考えさせたことで，具体化する際の言葉「だっ

て」を児童から引き出し，その続きを，図，操作，

現実的表現といった具体的な表現に変換し説明させ

ることにつながったと考えられる。 

図６は児童の自力解決での記述と伝え合う活動

を行った後の適用問題での記述である。この児童は

自力解決では，式のみ（誤答）で表現していたが，

適用問題では，式，図，さらには，答えの幅５cmに

近い国語辞典を取り出し現実的表現を用いて具体的

に考えることができた。授業の感想にも「どんどん

分かったので嬉しかった」と記述していた。  

 

自力解決 適用問題 

  

図６ 続きの思考による児童の変容 

 

一方で，続きの思考を用いて式の意味について

解釈させる際，数名にしか発表させなかったため，

他の児童が説明をする機会がなかった。今後は，授

業のポイントとなるところでは，ペアで説明させる

などして表現する機会を設定する必要がある。 

イ 再現 

続きの思考を用いて，「８÷４＝２」の立式の理

由を説明させた後，その説明の内容をペアで再現さ

せた。 

図７は児童アンケート結果である。質問①②の

結果から，多くの児童が数学的な表現を用いること

で，言葉だけよりも説明がしやすいと感じ，また，

他の児童の説明をペアで再現することができたと感

じている。児童の授業の感想では，「図がこんなに

使いやすいとは思わなかった」「いつもより説明が

うまくなった」とあり，数学的な表現を用いること

で言葉だけよりも説明しやすくなっていることが分

かる。 

一方で，質問①から，12％の児童が，図を使っ

て説明することが難しかったと感じている。これ

は，ノートに図がかけていない児童に，席から遠く

離れた黒板の図を指しながら説明させることになっ

てしまったことが要因の一つであると考えられる。 

また，質問③に肯定的な回答をした児童が93％

であるが，質問②では，肯定的な回答をした児童は

78％でしかなかった。このことから，説明が分かっ

たと感じても，自分の言葉でその説明をすることは

難しいことが分かる。授業では，「８÷４＝２」の

「８」「÷４」「＝２」について，一度に全て再現

させたことが，説明を難しくさせた要因の一つと考

える。少しずつ式を区切って，式の意味を再現させ

ることで，分かったことを自分の言葉で説明するこ

とができたのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 児童アンケート結果（n=74） 

 

ウ ヒントからの思考 

 問題文と合っていない図を提示し，誤りに気が付

いた児童にヒントを出させ，ペアで図を解釈させた

後，ヒントから気付いたことを発表させた。 

          

 

 

 

 

ヒントを出している場面(左) ヒントから気付いたことを

発表しようとしている場面（右） 

式のみの表現 
式と図による表現 

実際に国語辞典
で厚さを確かめ
ている場面 

 
68 20 8 4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

質問①：式になったわけを説明するとき，図があると説明しやすかった。

よくあてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

58 20 13 9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

質問②：友だちがみんなに説明したことを，となりの子に説明することができた。

系列1 系列2 系列3 系列4

67 26 4 3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

質問③：友だちが説明する時，図を使って説明してもらえると分かりやすかった。

よくあてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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他の児童のヒントを基にして話し合わせたこと

で，図と問題文を対応させて考えたり，提示した図

をよりよい図に修正させたりすることにつながった

と考える。 

 (2) プレテスト・ポストテスト 

図８はプレテストとポストテストである。プレ

テストでは，第２学年で既習の乗法の内容，ポスト

テストでは，除法の逆思考の問題を出題した。 

表５は，プレテストとポストテストの解答類型

である。Ａ～Ｄまでが，数学的な表現を用いて説明

ができている解答であり，Ａが具体的な表現を用い

て，最も分かりやすく説明している解答類型となる

ように設定した。表６は，プレテストとポストテス

トの結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ プレテスト・ポストテスト 

 

表５ プレテスト・ポストテスト解答類型 

段階 記述の類型 

Ａ（6点） 
立式の理由を絵や図と数や式を用いて分かりやす

く説明している。 

Ｂ（5点） 
立式の理由を絵や図と数や式を用いて説明してい

るが，どちらかの説明が不十分。 

Ｃ（4点） 立式の理由を図で説明している。 

Ｄ（3点） 立式の理由を数や式だけで説明している。 

Ｅ（2点） 上記以外の解答 

Ｆ（1点） 無記入 

 

表６ プレテスト・ポストテストの結果 

解答類型 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 計（人） 

テ
ス
ト 

プレ 20 ０ ０ 25 24 ５ 74 

ポスト 31 １ ３ 25 14 ０ 74 

 

表５に示したとおり，プレテストとポストテス

トの解答類型を数値化し，テスト結果についてt検

定（片側検定）を行った。p値が3.22×10－4であ

り，有意水準５％において，有意な差が見られた。

このことから，事柄を具体的に表現し伝え合う活動

で，続きの思考やヒントからの思考を用いて式の意

味を具体的な表現に変換し考えたこと，再現で児童

自身が説明したことが，記述による説明する力の育

成にもつながったと考える。  

一方で，ポストテストで14人の児童がＥに分類

された。表７は，Ｅの解答類型に分類された児童の

つまずきを示したものである。 

 

表７ Ｅの解答類型に分類された児童の解答分析 

解答類型 人数 

Ｅ○あ  被乗数と乗数の関係が説明できていない。 ３人 

Ｅ○い  

文中のキーワードを誤って使って説明してい

る。 
６人 

文中の数字の意味を理解せずに説明している。 ２人 

Ｅ○う  計算方法についてのみ説明している。 １人 

Ｅ○え  
式だけ記述し，説明していない。 １人 

ももこさんの説明の感想を書いている。 １人 

 

Ｅ○あ の児童は，乗法の式の意味を誤って理解し

ている。Ｅ○いの児童は，問題文のキーワードや数字

のみを頼りにして演算決定をしている。これらは，

再現の際，式と図を関連付けながら説明ができてい

なかったことが要因の一つとして考えられる。手元

にある図を指し示しながら，式と関連付けて説明さ

せる等の指導が必要であったと考える。  

Ｅ○う の児童は，式の意味の説明を，計算の仕方

の説明と誤って捉えている。説明の際のキーワード

を黒板に提示し，それを手掛かりとして再現させる

等の指導が必要であったと考える。 

Ｅ○え の児童は，テストで問われていることが理

解できていないため，授業においても，教員の発問

等が理解できていなかったことが考えられる。現実

的表現や操作的表現を用いてスモールステップで説

明させる必要があったと考える。 

解答類型Ｅとなった児童については，担任と連

携しながら，数学的な表現を用いて説明する力を育

てるための指導を継続的に行う必要がある。 

(3）ポストテストの解答分類別アンケート結果 

ポストテストで数学的な表現を用いて説明がで

きた児童（解答類型ＡＢＣＤ：60人）とできなかっ

た児童（解答類型Ｅ：14人）のアンケート結果を比

較した。図９は，ポストテストの解答分類別アン

ケート結果である。質問①②ともに，解答類型Ｅの

児童は解答類型ＡＢＣＤの児童よりも，否定的な回

答をしている割合が高いことが分かる。このことか

ら，解答類型Ｅの児童は，解答類型ＡＢＣＤの児童

に比べて，式を図的表現に変換して説明すること

や，再現ができていないことが分かる。 

プレテスト ポストテスト
問題：
９ｃｍの長さのひもがあります。
このひもの３倍の長さは何ｃｍですか。

問題：
ひもがあります。５ｃｍずつ切ると、ちょうど４
本になりました。
はじめのひもの長さは何ｃｍですか。

　せいやくんが、９×３になったわけを、みら
いさんにせつ明しようとしています。
　みらいさんに分かってもらえるように、せい
やくんのつづきを考えて、絵や図を使ってせ
つ明しましょう。

　ももこさんが、５×４になったわけを、つばさ
くんにせつ明しようとしています。
　つばさくんに分かってもらえるように、ももこ
さんのつづきを考えて、絵や図を使ってせつ
明しましょう。

式は ９×３＝２７

答えは ２７ｃｍ だよ
せいや

えっ。どういうこと？

だってね・・・・・

式は ５×４＝２０

答えは ２０ｃｍ だよ。

だってね・・・

えっ。どういうこと？

せいや ももこ

みらい

ももこ

つばさ
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一方で，質問③から，解答類型Ｅの全児童が他

の児童の説明が分かりやすかったと感じていること

が分かる。これらのことから，解答類型Ｅの児童

は，分かったことを自分の言葉で説明することに課

題があることが考えられる。以上のことから，数学

的な表現を用いて説明する力を高めるためには，分

かったことを自分の言葉で説明させる，つまり再現

させる必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ ポストテストの解答分類別アンケート結果 

 

Ⅵ 前期研究のまとめ 

 

１ 前期研究の成果 

○ 「事柄を具体的に説明する場面」や「具体化す

る際の言葉」「他の児童の表現を解釈させるた

めの手立て」を整理し，事柄を具体的に表現し

伝え合う活動の学習指導計画を作成し，それを

基に研究授業を実施することができた。 

○ 児童の数学的な表現を用いて説明する力を高め

るには，他の児童の表現を解釈させるための手

立てを用いて，事柄を具体的な表現に変換し伝

え合わせる活動が有効であることが分かった。 

 

２ 前期研究の課題 

○ ポストテストで説明が不十分だった児童は，説

明ができた児童に比べて，再現することができ

ていなかった。このことから，数学的な表現を

用いて説明する力を育てるためには，説明が苦

手な児童を含む全員に，再現させるための指導

の工夫が必要である。 

○ 汎用性のある活動にするために，事柄を具体的

に表現し伝え合う活動を改善し，さらに，所属

校教員による研究授業を実施する必要がある。 

 

Ⅶ 後期研究 

後期研究では，説明が苦手な児童を含む全員が

他の児童の説明を再現できるようになるための工夫

を取り入れる。また，本研究の汎用性を検証する。 

 

１ 説明が苦手な児童にも再現させるために 

前期の課題から，後期では，「他の児童の表現

を解釈させるための手立て」を行う際，図や操作す

るものを手元に配置させ，スモールステップで説明

させる工夫を取り入れる。また，細水保宏（2019）

は，板書の意義について「学習のポイントがはっき

りわかる」「思考の手助けになる」「思考を整理す

る場になる」等を挙げている（10）。このことから，

学習のポイントや思考の手助けになる児童の表現を

キーワードで板書し，再現させるための支援とす

る。これらの工夫を「再現させるための工夫」とし

て，表８に整理した。 

  

表８ 再現させるための工夫 

工夫 内容 

手元に図や操作す

るものを配置 

図や操作するものが児童の手元にある状態

で，指し示したり，操作させたりしながら

再現させる。 

スモールステップ 
児童の理解が追い付くよう，スモールス

テップで再現させる。 

キーワードの板書 
学習のポイントや思考の手助けになる児童

の表現等をキーワードで板書する。 

 

２ 汎用性のある活動にするために 

図10は，図の下部に「再現させるための工夫」

を取り入れて改善した「事柄を具体的に表現し伝え

合う活動」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 「事柄を具体的に表現し伝え合う活動」改善版 

 

64 

68 

7 

22 

21 

7 

7 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

解答類型Ｅ

解答類型ＡＢＣＤ

質問①：式になったわけを説明するとき，図があると説明しやすかった。

43 

67 

21 

15 

29 

8 

7 

10 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

解答類型Ｅ

解答類型ＡＢＣＤ

質問②：友だちがみんなに説明したことを，隣の子に説明することができた。

系列1 系列2 系列3 系列4

86 

63 

14 

28 

0 

5 

0 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

解答類型Ｅ

解答類型ＡＢＣＤ

質問③：友だちが説明する時，図を使って説明してもらえると分かりやすかった。

よくあてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

式・数

ブロック

操作

絵・図・表・グラフ

実物を使う

動作化
だって

でも

もしも

再現
○○さんの言ってくれ

たことをペアで説明し

てください。

続きの思考
○○さんは次に何を

言おうとしていると

思う？

ヒントからの思考
みんなが考えをひらめ

くようにヒントを言って

みて。

事柄を具体的に表現し伝え合う活動

記

操

現

図

キーワードの板書

例えば

スモールステップ

キーワードの板書

手元に図・操作

スモールステップ

キーワードの板書
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同活動は，ある抽象的な表現について，「再現

させるための工夫」を用いた「続きの思考」「再

現」「ヒントからの思考」の手立てのいずれかを用

いて，具体的な表現に変換し説明することを示して

いる。 

図10の改善した活動を基に，事柄を具体的に表

現し伝え合う活動を取り入れた授業展開を所属校教

員と共に考え，授業を実践した。図11は，第４学年

の事柄を具体的に表現し伝え合う活動の学習指導計

画の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 第４学年，事柄を具体的に表現し伝え合う活動の学

習指導計画の一部 

 

３ 検証の視点と方法 

(1) 再現させるための工夫について 

 表９は，「再現させるための工夫」の有効性を

見るための検証の視点と方法である。抽出児は，プ

レテストで無記入および解答類型Ｅとなった児童か

ら抽出した。 

 

表９ 「再現させるための工夫」の検証の視点と方法 

検証の視点 方法 

「再現させるための工
夫」を行うことで，他
の児童の説明を再現さ
せることができたか。 

・行動観察（抽出児） 
・聴き取り調査（授業者） 
・プレ・ポストテスト 
（抽出児） 

 

(2) 汎用性について 

表10は，汎用性を見るための検証の視点，対

象，方法を示したものである。なお，学年について

は，下学年の入り口となる第１学年，上学年の入り

口となる第４学年で授業を行った。 

 

表10 汎用性を見るための検証の視点と方法 

 

検
証
の
視
点 

事柄を具体的に表

現し伝え合う活動

は他の教員でも実

施可能か。 

対 

象 

第１学年担任：教員経験２年目 

第４学年担任：教員経験３年目 

方 

法 

・事前事後の聴き取り調査 

・授業観察 

事柄を具体的に表

現し伝え合う活動

は他学年・他領域

でも有効か。 

対 

象 

下学年：第１学年 数と計算 

上学年：第４学年 図形 

方 

法 
・表４に示した検証の視点と方法 

 

Ⅷ 所属校の教員による研究授業について 

 

１ 第１学年（下学年）での研究授業の内容 

○ 期 間 令和元年11月18日～令和元年12月９日 

○ 対 象 所属校第１学年（１学級29人） 

○ 担 当 所属校 第１学年担任教員（１名） 

○ 領 域 数と計算 

○ 単元名 ひきざん（２） 

○ 目 標  

・（十何）－（１位数）で，繰り下がりのある場合の計算の仕

方を考え理解し，計算ができる。 

・表現し伝え合う活動を通して，立式の理由や計算の仕方を説

明することができる。 

○ 単元計画（全13時間） 

時 学習内容 用いる手立て 

１ 
繰り下がりのあるひき算の仕方を図や

操作を用いて説明する。 
㋡ ㋚ 

２ 
繰り下がりのあるひき算の計算方法を

ブロックと関連付けながら説明する。 
㋡ ㋚ 

３ 減数が６以上のひき算の練習をする。  

４ 減数が５以下のひき算の練習をする。  

５ 
求補の問題の立式の理由を絵や図と関

連付けながら説明する。 
㋡ ㋚ 

６ 
求差の問題の立式の理由を絵や図と関

連付けながら説明する。 
㋡ ㋚ 

７-８ 計算カードでの練習をする。  

Ａ君の考えをペアで説明しましょう

問題:面積を求めよう。

【Ａ君】 ５×７＝３５

３×４＝１２

３５－１２＝２３Ａ君，最後に引き算をしているけど，

この方法で面積分かるのかな？

【ヒント Ｂ君】

（大きな長方形から，小さな正方

形をとる動作で表現）

【Ｅさん】（図に数字を書き込みながら）

５×７の長方形のことで，縦が５ｃｍ，横

が７ｃｍなので，この長方形のこと。

記

操

例えば

導入 課題の設定

事柄を具体的に表現し伝え合う活動

まとめ

自力解決

【続きの思考 Ｆ君】（黒板の図にかきこみ

ながら）ここが３ｃｍでここが４ｃｍだから，

はじめになかったところが，３×４

【続きの思考 Ｇ君】（黒板の図を指し

ながら）３５－１２は，全部の長方形

から小さな長方形をとって捨てた。
再現

手元に図

予想される数学的な表現

Ａ君がどうやって考えたか，ヒントを動作で出して

３×４は何を表していますか？

【Ｂ君】

Ａ君の方法で分かる

よ，だって・・

【ヒントからの思考 Ｄ君】（図に書きなが

ら）例えば，ここに線があるとして，大き

な長方形を作って，後で取り去った。

Ｄ君の言いたいこと分かる？

大きな長方形ってどういうこと？

キーワードの板書

Ｅさんの言ったこと分かった？

ペアで説明しましょう

再現

手元に図

記

図

記

図

５×７＝35

３×４＝１２

35－１２＝23

面積の求め方

を動作化する

実際の大きさの

図を測る等

図

現

操

23c㎡

記

３×４

５×７

だって

続きの思考

Ｂ君ができるって言ってるけど，Ｂ

君の考えの続きをペアで考えよう

３５－１２は何を表していますか？

記

図

記

図

記

図

記

図
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９ 計算カードでのきまりを見つける。 ㋚ 

10 □を使った式の練習をする。  

11 たし算とひき算のお話を作る。  

12 
たし算とひき算の立式の理由を図を用

いて説明する。 
㋡ ㋚ 

13 たしかめ  

㋡続きの思考 ㋚再現 ㋪ヒントからの思考 

 

２ 第４学年（上学年）での研究授業の内容 

○ 期 間 令和元年11月12日～令和元年11月22日 

○ 対 象 所属校第４学年（１学級34人） 

○ 担 当 所属校 第４学年担任教員（１名） 

○ 領 域 図形 

○ 単元名 面積 

○ 目 標  

・面積の概念について理解し，面積の普遍単位を知る。 

・長方形，正方形の面積の公式を知り，それらを求めることが

できる。 

・表現し伝え合う活動を通して，公式の意味や面積の求め方を

説明することができる。 

○ 単元計画（全10時間） 

時 学習内容 用いる手立て 

１ 
周りの長さが同じ花壇について，どちらが

広いかを図や操作を用いて説明する。 
㋡ ㋚ 

２ 
１㎠を理解し，８㎠の図形を選択し，その

理由を図を用いて説明する。 
㋚ 

３ 
長方形，正方形の面積の求め方を，図を用

いて説明する。 
㋡ ㋚ 

４ 
他の児童のＬ字型の図形の面積を求めた式

から，求め方を図を用いて説明する。 
㋡ ㋚ ㋪ 

５ １ｍ2を理解する。  

６ 
１ｍ2が10000㎠になることを図を用いて説

明する。 
㋚ 

７ 
示された面積から何の面積を表しているか

を図を用いながら予想し，伝え合う。 
㋚ 

８ 
１ｋｍ2の理解とｋｍ2とｍ2の関係を図を用

いて説明する。 
㋚ 

９ 
１a，１haの理解とa，haとｍ2の関係を図

を用いて説明する。 
㋚ 

10 たしかめ  

㋡続きの思考 ㋚再現 ㋪ヒントからの思考 

 

３ プレテスト・ポストテストについて 

図12は第１学年の，図13は第４学年の数学的な

表現を用いて説明することができるかどうか見取る

ための，プレテストとポストテストである。 

 

 

 

 

 

図12 第１学年プレテスト（左）ポストテスト（右） 

 

 

 

 

 

 

 

図13 第４学年プレテスト（左）ポストテスト（右） 

 

第１学年は，立式の理由について説明する問

題，第４学年は式を解釈して，その求め方を図と関

連付けて説明する問題とした。 

 

Ⅸ 所属校の教員による研究授業の分析と考察 

 

１ 「再現させるための工夫」により，他の児童

の説明を再現させることができたか 

(1) 「再現させるための工夫」について 

 表11は，担任への聴き取りと行動観察による抽出

児の再現の様子をまとめたものである。 

 

表11 抽出児の再現の様子 

第１学年 

ａ  

児 

・図を指し示したり動作化したりしながら再現した。① 

・学級全体に分かったことを説明した。② 

・黒板のキーワードを見ながら再現をしていた。③ 

ｎ

児 

・図を指し示したり動作化したりして再現した。① 

・説明する場面では，何度も挙手をした。② 

ｈ

児 

・ブロックや図を手元に置いたペアでの再現を意欲的に

行った。① 

・単元後半は，学級全体に図や動作を用いて説明した。② 

第４学年 

ｔ

児 

・ペアの児童が図を用いて説明したことで理解が深まり，

図を指しながら再現をすることができていた。① 

・スモールステップによる再現では，図を用いて学級全体

に説明することができた。② 

ｍ

児 

・ノートに図をかき，考えを書き込んでいたが，再現をし

ていないときがあった。① 

・他の児童の説明を解釈し，学級全体に説明をした。② 

ｓ

児 

・ノートの図に考えを書き込み，説明していた。① 

・再現では，板書されたキーワードを手掛かりにしなが

ら，ペアの児童に説明した。③ 

 

 

 

表11から，「再現させるための工夫」の有効性

について，以下，分析する。 

ア 図や操作するものを手元に配置しての再現 

６名中５名の抽出児が，図やブロックを手元に

①図や操作するものの手元への配置 ②スモールステップ  
③キーワードの板書 に関する事 

　【けんた君の求め方】をそれぞれの式がどの数を表して
いるのかが分かるように，図を使って説明しましょう。

　【けんた君の求め方】をそれぞれの式がどの面積を表して
いるのかが分かるように，図を使って説明しましょう。

【けんた君の求め方】

３×７＝２１

３×５＝１５

２１＋１５＝３６

答え ３６㎠

チョコレートは何こあ

るでしょうか？

５×６＝３０

２×３＝６

３０ー６＝２４

答え ２４こ

【けんた君の求め方】

図１の形の面積は，３６㎠であることが
分かりました。

どうして　ひきざんに　なるのでしょうか？ どうして　ひきざんに　なるのでしょうか？

しき ８－３＝５ ５こ だよ

あめが ８こ あります。

３こ たべると のこりは なんこですか？

しき １２－４＝８ ８まい だよ

おりがみが １２まい あります。

４まい つかうと のこりは なんまいですか？
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配置したことで，式や数など抽象的な事柄と関連付

けながら図を指し示したり，操作したりしながらペ

アで再現することができた。表11に示した，抽出児

であるｍ児は，ペアで再現できていないときがあっ

たが，学級全体に黒板の図を示しながら説明するこ

とができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

図を使った説明 第１学年（左）第４学年（右） 

 

イ スモールステップによる続きの思考と再現 

スモールステップで再現させたことで，抽出児

全員が学級全体に考えを説明することができた。こ

れは，スモールステップであるため，他の児童の説

明が短くなり，再現しやすくなったからであると考

える。 

ウ キーワードの板書 

複数の児童が板書のキーワードを手掛かりにし

て再現をしていた。児童の説明の中から，キーワー

ドとなる言葉を教員が価値付け板書をすることで，

児童は説明のポイントとなる表現が分かり，説明が

しやすくなったと考えられる。 

(2) プレテスト・ポストテスト 

表12は，抽出児のプレテストとポストテストの

結果を示したものである。解答類型は表５と同じも

のを用いた。 

 

表12 抽出児のプレテスト・ポストテストの結果 

解

答

類

型 

抽出児 
第１学年 第４学年 

ａ児 ｎ児 ｈ児 ｔ児 ｍ児 ｓ児 

プレテスト Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｅ 

ポストテスト Ｅ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 

  

「再現させるための工夫」を用いた一連の研究

授業を通して，第１学年では２名の抽出児が，第４

学年では全ての抽出児が複数の表現を用いて説明す

ることができるようになった。解答類型がＥとなっ

た，第１学年のａ児は，プレテストでは無記入で

あったが，ポストテストでは表現が不十分ではあっ

たが，図と言葉で表現しており，式と図を関連させ

て説明しようとしていた。これらの結果から，「再

現させるための工夫」を用いたことで，数学的な表

現を用いて説明する力を高めることに一定の成果が

あったと考える。 

 一方で，ａ児の説明が不十分だった要因として

は，再現する際に使ったノートの図が正しくかけて

いなかったことが挙げられる。このことから，正し

い図がかけるように個別に指導するとともに，かい

た図をペアで確認する必要があると考える。 

 

２ 事柄を具体的に表現し伝え合う活動は汎用性

があるか 

(1) 他の教員でも実施可能な活動か 

他の教員でも実施可能な活動かを，研究授業を

行った教員２名の授業観察と聴き取り調査により分

析する。 

ア 授業観察及び授業者への聴き取り調査 

表13は，研究授業を行った教員への聴き取り調

査の回答をまとめたものである。 

下線部の授業者の言葉から，「再現」「続きの

思考」といった本研究の活動を用いたことで，児童

が具体化して説明するようになったことが分かる。 

これらのことから，本活動は，他の教員も実施

可能であると考えられる。 

 

表13 授業者からの聴き取り調査の回答結果 

第
１
学
年 

・以前は，教員が説明していたが，再現や続きの思

考を用いたことで，子供の表現を生かせる授業に

なった。 

・学習が遅れがちな児童の再現の様子を把握しなが

ら授業をするようになった。 

・ノートにかかせた図を使って説明させることがで

きるようになった。 

第
４
学
年 

・以前は，一人の児童に全て説明させていたが，続

きの思考を使うことで，手を挙げることのなかっ

た児童が学級全体に説明するようになった。 

・図を使って説明させることで，児童の考えている

ことが分かるようになった。 

 

一方で，予想していなかった児童の説明に対し

て，教員がうまく対応できていない場面が見られ

た。指名する前に，ペアでの説明を聞き取ったり，

ノートの記述を見取ったりすることで，児童の考え

をある程度把握しておけば，発表した児童の表現

を，続きの思考や再現を用いて，解釈させることが

できたのではないかと考える。 

(2) 他学年・他領域でも有効な活動か 

ア 授業観察 

第１学年では，式の意味や計算の仕方を，続き

の思考により，図やブロックを使って説明させた。
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再現では，教員が主導で児童が説明で用いた言葉を

使いながら，スモールステップで，動作化，操作，

図等を用いて繰り返し再現させたことで，式を具体

的な表現と関連付けながら説明ができるようになっ

たと考える。 

 

 

 

 

 

 

操作しながら説明（左）図で表現（右） 

 

第４学年では，「～君の言ったこと，分か

る？」と他の児童の面積や面積の公式の意味につい

ての説明を，図的表現を用いながら自分の言葉で説

明させた。単元後半には，児童自ら，他の児童の説

明を解釈し，黒板の前で「○○君の言っていること

はこういうことだよ。」と具体的な表現を用いなが

ら説明する姿が見られるようになった。 

ヒントからの思考では，児童から出されたヒン

トをキーワードとして板書し，そのキーワードに着

目させながら式が表す意味を考えさせることができ

た。一方で，ヒントがたくさん出たために，何に注

目してよいのか分からなくなった児童もいたことが

考えられる。ヒントをもらった児童たちに，どんな

ヒントがあったか振り返らせ，着目させるポイント

を絞る必要があったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

示された面積の大きさを動作で表現（左）式と図を関連付

けて表現（右） 

  

イ プレテスト・ポストテスト 

表14はプレテストとポストテストの結果を表５

の解答類型に基づいてまとめたものである。 

表14から，両学年とも，本研究の活動を取り入

れた授業の後は，数学的な表現を用いて説明する力

が高まっていることが分かる。このことから，学年

や領域が異なっても，児童の数学的な表現を用いて

説明する力が高まったと言える。 

表14 プレテスト・ポストテストの結果 

学年 第１学年 第４学年 

領域 数と計算 図形 
テスト プレ ポスト プレ ポスト 

解

答

類

型 

Ａ ３ ６ ７ 23 
Ｂ ４ 15 ２ ２ 

Ｃ ４ ３ ０ １ 

Ｄ ３ ３ ５ ０ 

Ｅ 10 １ 14 ４ 
Ｆ ５ １ ２ ０ 

 計（人） 29 29 30 30 

 p値 1.82×10-5 8.99×10-6 

※ p値は，片側検定による有意水準を示す。有意水準p<0.05 

 

一方で，第１学年では２名の児童，第４学年で

は４名の児童が解答類型Ｅ又はＦであり，式を図と

関連させることができていなかった。児童に必ず理

解させたい場面では，再現を用いて，言い換えて説

明させたり，ペアで分かったことを説明させたりす

る必要があると考える。 

ウ アンケート 

表15は，研究授業の実施前後で行ったアンケー

ト結果である。本研究の活動を取り入れた授業を行

うことで，研究授業実施前に比べて，児童が数学的

な表現を用いた説明をするようになったと感じてい

ることが分かる。 

 

表15 事前・事後アンケート結果 

質問 学年  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ p値 

友だちに説明す

る時，図や絵，

ブロックなどを

使って説明して

います。 

第１学年 
事前 ７ ６ 10 ６ 2.07 

×10-2 事後 13 ８ ５ ３ 

第４学年 

事前 ７ 10 14 １ 3.48 

×10-3 事後 10 15 ７ ０ 

 

 

 

一方で，研究授業では，ブロックや図を用いて

説明していたものの，アンケートでは否定的な回答

をした児童がいる。授業の中で，具体的な表現に関

連付けて説明したことを，教員が価値付け，児童に

数学的な表現を用いて説明していることを意識化さ

せる必要があると考える。 

以上ア，イ，ウのことから，本活動は，他学

年・他領域においても数学的な表現を用いて説明す

る力を高めることに有効であると考える。 

エ どの教員も事柄を具体的に表現し伝え合う活

動を取り入れた授業ができるようになるために 

 図14は，さらに改善した「事柄を具体的に表現

し伝え合う活動」である。後期研究の分析から得ら

※Ａ（4点）：よく当てはまる Ｂ（3点）：少し当てはまる  

Ｃ（2点）：あまり当てはまらない Ｄ（1点）：全く当てはまらない 

 

※結果を数値化し，t検定（片側検定）を行う ｐ＜0.05 
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れた，他の児童の表現を解釈させるための手立てを

用いる際の留意事項を，図の下部の吹き出しに新た

に加えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14 「事柄を具体的に表現し伝え合う活動」最新版 

 

 どの教員も事柄を具体的に表現し伝え合う活動を

取り入れた授業を行うことができるように，「事柄

を具体的に表現し伝え合う活動」の学習指導計画作

成シートを作成した（図15は一部，同シートについ

ては添付資料１を参照されたい）。本シートは後期

研究での所属校教員との授業作りの過程を参考に作

成したものであり，本研究の活動で必要となる視点

や手順に沿って学習指導計画を作成できるよう工夫

している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 「事柄を具体的に表現し伝え合う活動」の学習指導

計画作成シートの一部 

 

「事柄を具体的に表現し伝え合う活動」の学習

指導計画作成シートの記入例が添付資料２である。

添付資料２で例示した，活動の学習指導計画作成

シートを基に，添付資料３に例示した学習指導案を

作成することで，事柄を具体的に表現し伝え合う活

動を取り入れた授業が実践できると期待する。 

 

Ⅹ 年間の研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

○ 事柄を具体的に表現し伝え合う活動を取り入れ

た授業を稿者及び所属校教員が実践し，他学

年，他領域においても，児童の数学的な表現を

用いて説明する力を高めることができた。 

 

２ 今後の課題 

○ 「再現させるための工夫」により，再現はでき

たとしても，正しい図をかくことができないと

数学的な表現を用いて説明する力を高めること

は難しいことが分かった。自分の考えを説明す

るための図をかく力を育成する指導の工夫をし

ていく必要がある。 

○ 本研究では，抽象的な表現を具体的な表現に変

換し伝え合う活動を行ったが，算数科において

は，具体的な事柄を一般化して表現することも

重要である。今後は，一般化の過程と具体化の

過程を位置付けた授業の在り方を研究していく

必要がある。 

  

【注】 
(1) 中原忠男（1995）：『算数・数学教育における構成的
アプローチの研究』聖文社pp.199-200に詳しい。 

(2) 二宮裕之（2009）：「数学教育の表現体系を捉え直す
試み－二種類の言語的表現に着目して－」『第42回数学
教育論文発表会論文集』pp.502-504に詳しい。 

(3) 田中博史（2001）：『算数的表現力を育てる授業』東
洋館出版社p.31に詳しい。 

(4) 中原忠男（1999）：『構成的アプローチによる算数の
新しい学習づくり』東洋館出版社p.29に詳しい。 

(5) 小松信哉（2013）：「～は～の… ～をもとにすると
～は…『単位の考え』が創る算数世界」田中博史・盛山
隆雄『ほめて育てる算数言葉～算数授業の言語活動を本
当の思考的育成につなぐために～』文渓堂p.27に詳し
い。 

(6) 田中博史（2001）：前掲書pp.32-37に詳しい。 
(7) 宮本博規（2015）：『算数学び合い授業スタートブッ
ク』株式会社明昌堂pp.14-15に詳しい。 

(8) 田中博史（2001）：前掲書pp.132-136に詳しい。 
(9) 山本良和（2017）：『必ず身につけたい算数指導の基
礎・基本55』明治図書pp.64-65に詳しい。 

(10) 細水保宏（2019）：「算数の授業を楽しく、深い学び
に誘う板書づくり」初等教育研究会『教育研究第七十四巻
第九号』不昧堂出版pp.18-19に詳しい。 
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領』p.64 

2) 文部科学省（平成30年）：『小学校学習指導要領（平
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図的表現（絵，図，表，グラフ等） 記号的表現（式，数等）

現実的表現（実物等） 操作的表現（ブロック操作等）

手立て

予想される児童のつまずき

数学的な表現を用いて説明する力が育った児童の姿

具体的に表現し伝え合わせたい児童の表現

「事柄を具体的に表現し伝え合う活動」の学習指導計画作成シート

数学的な表現問題

手立ての内容，指示，発問等

① 本時の活動で目指す，数学的な表現を用いて説

明する児童の具体的な姿を記述しましょう。

② 本時で提示する問題を記述

しましょう。
③ 問題を解く時に児童が用いると予想される数学的

な表現を記述しましょう。全ての表現を記述する必要は

ありません。

⑦ 手立ての内容や，手立てを用い

る際の指示，発問等を記述しましょう。
⑥ 「続きの思考」

「再現」

「ヒントからの思考」

のうち，本時で予想される児童のつまずきに対し

て，有効と考えられる手立てを設定しましょう。

④ ③の数学的な表現の中で，具体的に表現し伝え合わせたい児童の表現を記述しましょう。

⑤ ④の表現を解釈したり，説明したりする際に予想される児童のつまずきを記述しましょう。

添付資料１

式・数

ブロック

操作

絵・図・表・グラフ

実物を使う

動作化
だって

でも
もしも

再現
○○さんの言ってくれ

たことをペアで説明し

てください。

続きの思考
○○さんは次に何を言お

うとしていると思う？

ヒントからの思考
みんなが考えをひらめく

ようにヒントを言ってみて。

事柄を具体的に表現し伝え合う活動

記

操
現

図

キーワードの板書

例えば

スモールステップ

キーワードの板書

手元に図・操作

スモールステップ

キーワードの板書

ペアでの発言や，ノートか

ら，発言する児童の考えを

事前に把握し，全員に気付

かせたい内容を言う前に

説明を止め，続きを考えさ

せる。

授業で押さえたいポイ

ントや全員に理解させた

い内容はペアやグルー

プで全員に再現させる。

ヒントをもらった児童たち

に，もう一度，ヒントの内容

を言わせ，そのヒントを板

書することで着目するこ

とを明確にする。


